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カメラ

アングル

　

平
成
二
十
五
年
度 

秋
季
地
区
別

懇
談
会
が
、
十
月
二
十
一
～
二
十
三

日
の
三
日
間
、
三
会
場
（
音
別
、
白

糠
、
幌
呂
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
作
業
な
ど
に
よ
り
御
多
忙
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
日
間
で
合
計

三
十
八
名
の
組
合
員
の
皆
様
方
に

出
席
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
懇
談
事
項
と
し

て
、
最
近
の
酪
農
・
畜
産
情
勢
、
平

成
二
十
五
年
度
更
正
計
画
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
出
席

し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
は
、
農

協
各
部
門
事
業
運
営
内
容
、
酪
農
経

営
安
定
に
向
け
た
取
組
み
・
支
援
体

制
、
生
乳
生
産
・
経
営
対
策
、
新
規

就
農
後
継
者
対
策
な
ど
に
つ
い
て

質
問
、
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
は

集
約
し
、
理
事
会
に
お
い
て
今
後
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

秋季地区別懇談会 開催

白 糠 地 区 鶴居・幌呂地区

音 別 地 区
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2013 北海道ホルスタイン ウインターフェア開催

　

十
月
二
十
七
日
、
十
勝
農
協
連
家
畜
共

進
会
場
（
音
更
町
）
で
、
２
０
１
３
年
北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン 

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
牛

１
６
４
頭
が
出
場
し
、
審
査
員
は
松
島
喜

一
氏
（
熊
本
県
酪
農
家
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
十
一
農
場
よ
り
十
四

頭
が
出
品
さ
れ
、
全
道
の
高
レ
ベ
ル
な
出

品
牛
が
そ
ろ
う
な
か
健
闘
致
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
日
高
町 

花

岡
正
徳
さ
ん
の
出
品
牛
グ
リ
ー
ン
フ
ラ

ワ
ー 

ダ
ー
ハ
ム 

ア
デ
イ
ー
ン 

Ｅ
Ｔ
（
第

15
部
成
牛
６
歳
以
上
ク
ラ
ス
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の
と
お
り

で
す
。

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者（地区）

１部 ９位 エルムパーク�ＢＣ�デンプシー 安藤　　功（幌呂）

２部

2位 ＴＫＳ�カズナリー�テイー�ＥＴ 清水　武志（鶴居）
14位 ダツチランド�フアイナル�Ｇ�オア (農)清和農場（鶴居）
16位 ＢＳ�ダンデイー�チツプ ㈱大坂ファーム（音別）
19位 ウツズスター�エンペラー�ロングスパーク�レオ 林　　稔幸（白糠）
20位 パインヘイブン�ジヨセフイン�スプラー�エレキツド 松井　俊治（幌呂）

３部 18位 インペルタウン�ゴールド�オア�タイム 増田　一真（鶴居）

４部
10位 アドミラル�スパークリング�エース 松田　浩二（白糠）
14位 パインヘイブン�ジヤスパー�ステデイー�ロココ 松井　俊治（幌呂）

６部 6位 ヒシヌマフアーム�ローヤル�シド�ジヤンボ ㈲菱沼ファーム（鶴居）
７部 5位 ＨＳＹ�フイーバー�ソレイユ�ビスタ�ＥＴ 細谷　　智（白糠）
11部 8位 アツプル�アイ�アドベン�トライ�ＲＥＤ 松下　雅幸（鶴居）
13部 2位 マタドーア�バレツト�エルローズ�コスモ 増田　一真（鶴居）
14部 4位 ウツズスター�ミラクル�スポツテイー�ルー 林　　稔幸（白糠）
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酪農体験ファームステイ実施（横浜市立南高校）

　

十
月
八
～
十
日
（
３
日
間
）、
横
浜

市
立
南
高
校
・
修
学
旅
行
生
１
９
５

名
が
、
管
内
の
受
入
農
家
93
戸
で
酪

農
体
験
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
は
、
生
徒
54
名
（
男
子

24
名
、女
子
30
名
）
が
４
地
区
（
鶴
居
・

幌
呂
・
白
糠
・
音
別
）
26
戸
の
受
入

農
家
に
入
り
、
日
頃
各
農
場
で
行
な

わ
れ
て
い
る
農
作
業
（
搾
乳
・
給
餌
・

哺
育
な
ど
）
及
び
フ
ー
ア
ー
ム
ス
テ

イ
を
体
験
し
ま
し
た
。
各
農
場
で
は
、

組
合
員
皆
様
方
の
親
切
な
指
導
に
よ

り
、
生
徒
達
は
農
作
業
を
真
剣
に
取

り
組
み
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
く
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
鶴
居
・
幌
呂
地
区
、

白
糠
・
音
別
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か

れ
、
体
験
施
設
で
バ
タ
ー
・
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
・
ピ
ザ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
や
乗
馬
体
験
、
白
糠
庶
路
ダ
ム
見

学
な
ど
を
通
じ
、
貴
重
な
経
験
と
大

切
な
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
二
泊
三
日
と
い
う
短
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
受
入
農
家

の
皆
様
方
と
の
交
流
及
び
生
徒
達
に

と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
と
、
酪
農
に
対
し
て
よ
り
理
解
を

深
め
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

搾乳体験（音別） 搾乳体験（白糠）

鶴居・幌呂地区　離村式
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疾走するポニー輓馬

　

十
月
六
日
、
釧
路
市
大
楽
毛

特
設
輓
馬
会
場
で
、
第
１
回
釧

路
輓
馬
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委
員
会

主
催
、
阿
寒
馬
事
振
興
会
・
釧

路
丹
頂
農
協
馬
事
振
興
会
後
援

に
よ
り
、
全
道
各
地
か
ら
輓
馬

20
頭
、
ポ
ニ
ー
29
頭
が
競
技
に

出
場
し
ま
し
た
。
輓
馬
は
障
害

（
山
）が
二
つ
あ
る
約
二
百
ｍ
の

コ
ー
ス
を
馬
が
そ
り
を
ひ
き
な

が
ら
力
や
速
さ
な
ど
を
競
う
競

技
で
、
そ
り
に
積
む
積
荷
重
量

は
60
㎏
（
ポ
ニ
ー
）
か
ら
九
百

㎏
（
輓
馬
）
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
、
一
才
輓
馬
か

ら
ポ
ニ
ー
輓
馬
・
重
量
馬
な
ど

種
目
別
に
14
レ
ー
ス
が
行
な
わ

れ
、
馬
主
及
び
ご
来
場
の
皆
様

か
ら
は
、
障
害
を
力
強
く
駆
け

上
る
輓
馬
の
雄
姿
に
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

第 １ 回 釧 路 輓 馬 大 会 開 催
ば　ん　　　　ば

第二障害を力強く駆け上る輓馬
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十
月
二
十
日
、
イ
オ
ン
釧

路
昭
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
ジ
ャ
ス
コ
」
で
、
Ｊ

Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部
・
女

性
部
合
同
に
よ
る
、
牛
乳
消

費
拡
大
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

青
年
部
員
・
女
性
部
員
合

わ
せ
て
十
六
名
が
、
店
内
に

設
置
さ
れ
た
特
設
売
り
場
な

ど
で
、「
根
釧
牛
乳
」
と
根

釧
牛
乳
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
黒

酢
を
混
ぜ
た
「
コ
ツ
コ
ツ
ミ

ル
ク
」
を
、
買
い
物
客
の
皆

様
に
約
１
，
０
０
０
杯
分
無

料
配
布
し
ま
し
た
。

　

立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
お
客

様
に
対
し
部
員
達
は
、
根
釧

牛
乳
の
特
徴
、飲
み
や
す
さ
・

美
味
し
さ
、
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル

ク
は
牛
乳
に
酢
を
加
え
る
こ

と
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率

が
ア
ッ
プ
し
、
健
康
に
良
い

点
な
ど
を
解
り
や
す
く
説
明

し
、
試
飲
し
て
く
れ
た
お
客

様
の
反
応
も
上
々
で
し
た
。

　

瀬
戸
賢
成
青
年
部
長
は
、

「
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
が
叫

ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
達

は
安
全
で
安
心
な
牛
乳
を
生

産
し
、
国
内
の
よ
り
多
く
の

方
々
に
牛
乳
を
飲
ん
で
頂
き

た
い
思
い
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
消
費
者
と
生
産
者
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。」
ま
た
、
吉
田
鈴
子
女

性
部
長
は
、「
今
迄
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク

を
消
費
者
の
方
々
に
紹
介
し

飲
ん
で
頂
き
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
浸
透
し
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
健
康
志
向
の

方
々
は
多
い
の
で
、
牛
乳
の

美
味
し
さ
と
健
康
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
。
消
費

者
の
皆
様
方
に
接
す
る
と
張

り
合
い
が
持
て
ま
す
。」
と

部
員
と
と
も
に
笑
顔
で
牛
乳

を
配
布
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
「
根
釧
牛
乳
」
の

売
り
上
げ
は
、
特
売
日
と
も

重
な
り
、
通
常
の
日
曜
日
に

対
し
約
3.6
倍
と
な
り
、
Ｐ
Ｒ

し
た
効
果
が
大
き
く
表
れ
ま

し
た
。

青年部・女性部合同

「根釧牛乳」の美味しさをアピール　!!
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十
月
十
七
日
、
白
糠

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ｉ
ｎ

チ
ャ
ロ
で
第
６
回
釧
路

丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
居
・
幌
呂
・
白
糠
・

音
別
の
４
地
区
か
ら
集

ま
っ
た
会
員
、役
職
員
、

事
務
局
計
24
名
が
、
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競

技
を
行
な
い
ま
し
た
。

難
易
度
の
高
い
多
彩
な

18
ホ
ー
ル
で
、
各
コ
ー

ス
起
伏
や
深
い
窪
地
、

ラ
フ
な
ど
に
苦
労
す
る

中
、
好
プ
レ
ー
も
続
出

し
、
個
人
戦
で
優
勝
し

た
の
は
、
寺
沢
篤
司
さ

ん
（
白
糠
）、
団
体
戦
は

白
糠
Ａ
チ
ー
ム
（
寺
沢

篤
司
さ
ん
、
岡
嶋
賢
悟

さ
ん
、
林 

隆
美
さ
ん
、

對
木
範
誉
専
務
）
が
み

ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

終
了
後
は
懇
親
会
を
行

な
い
、
焼
肉
を
食
べ
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

十
月
六
日
、
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
で

は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支

部
が
「
も
ぎ
た
て
市
」
野

菜
即
売
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

年
一
回
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
の
野
菜
即
売
会
は
、

部
員
達
が
丹
精
込
め
て
作

り
上
げ
た
自
家
産
野
菜
を

格
安
で
販
売
し
、
午
前
10

時
か
ら
店
頭
に
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
ご
ぼ
う
、
し
そ
、
と

う
き
び
、パ
プ
リ
カ
な
ど
、

と
れ
た
て
新
鮮
な
数
々
の

野
菜
が
並
ぶ
と
地
元
の

方
々
や
、
通
り
す
が
り
の

お
客
様
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、

「
今
年
は
、
全
体
的
に
葉

物
が
少
な
い
で
す
が
、
部

員
達
は
安
全
・
安
心
・
格

安
を
モ
ッ
ト
ー
に
愛
情
を

込
め
て
野
菜
を
作
り
、
販

売
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
で
、
今
後
も
部
員
と
協

力
し
て
頑
張
り
た
い
で

す
。」
と
述
べ
、
も
ぎ
た
て

市
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

女性部幌呂支部「もぎたて市」で野菜販売

第６回 釧路丹頂農協酪農振興会パークゴルフ大会

新鮮野菜を買い求める多くのお客様方
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十
月
十
一
日
、
鶴
居
村
球

技
場
で
、
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
青

年
部
協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
釧
路
管

内
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
が
一
同

に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
交
流
し
、
Ｊ

Ａ
青
年
組
織
の

結
束
と
活
動
の

促
進
を
は
か
る

も
の
で
、
管
内

６
Ｊ
Ａ
か
ら
計

53
名
、
う
ち
当

Ｊ
Ａ
は
20
名
が

参
加
し
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

と
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
各

単
組
混
合
４
チ

ー
ム
で
試
合
を

行
な
い
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
白

熱
し
た
試
合
が

行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
は
会
場
を
移
し
、

各
単
組
の
代
表
者
６
名
で
激

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
終
了
後
は

懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
焼
肉

を
食
べ
な
が
ら
部
員
同
士
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

十
月
十
五
日
、
イ

オ
ン
釧
路
昭
和
店
Ｘ

ボ
ウ
ル
で
、
女
性
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

に
よ
る
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
支
部
か
ら
会
員

11
名
が
参
加
し
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後

は
場
所
を
移
し
、
昼
食

会
で
懇
親
を
深
め
、
大

変
有
意
義
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

釧路地区 青年部スポーツ交流会

女性部フレッシュミズ部会 交流会

ボウリングで交流を深めました。

青年部丹頂チーム!　カメラ目線も決まってます‼
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
は
伝
染
力
が
強
い

う
え
に
治
療
が
困
難
な
た
め
、
一
度
牛

群
に
蔓ま
ん

延
す
る
と
、
乳
量
の
減
少
や
乳

牛
の
淘
汰
な
ど
、
様
々
な
経
済
的
損
失

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

一
．
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
特
徴

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
（
ス4

タ
フ
ィ
ロ
コ

ッ
カ
ス　

ア4

ウ
レ
ウ
ス
：
以
下
Ｓ
Ａ
）

は
次
に
示
す
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い

ま
す
。

二
．
Ｓ
Ａ
乳
房
炎
対
策

①
実
態
把
握

バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

行
い
、
Ｓ
Ａ
に
感
染
し
て
い
る
牛
が
存

在
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で

Ｓ
Ａ
が
陽
性
の
場
合
は
、
ど
の
個
体
や

分
房
が
Ｓ
Ａ
に
感
染
し
て
い
る
か
乳
汁

検
査
で
特
定
し
ま
す
。

ま
た
乳
検
成
績
で
、
三
カ
月
以
上
連

続
し
て
体
細
胞
数
が
高
い
牛
も
、
Ｓ
Ａ

に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

②
治
療

初
産
・
二
産
牛
で
あ
れ
ば
治
癒
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
腺
組
織

が
再
生
す
る
乾
乳
期
は
治
療
効
果
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

  ③
淘
汰

Ｓ
Ａ
は
治
療
し
て
も
な
か
な
か
直
り

づ
ら
い
た
め
、
慢
性
牛
の
淘
汰
や
感
染

分
房
の
盲
乳
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

④
予
防

Ｓ
Ａ
牛
を
最
後
に
搾
乳 

Ｓ
Ａ
は
ミ
ル
カ
ー
を
介
し
て
牛
群
に

伝
染
し
て
い
き
ま
す
。
Ｓ
Ａ
に
感
染
し

て
い
る
牛
を
最
後
に
搾
乳
し
、
新
た
な

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

搾
乳
手
袋
の
使
用 

搾
乳
手
袋
は
表
面
が
滑
ら
か
で
、
素

手
に
較
べ
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
た
め
、

手
を
衛
生
に
保
ち
、
人
間
か
ら
の
感
染

を
防
ぎ
ま
す
（
図
一
）。

一
頭
一
布 

一
枚
の
タ
オ
ル
を
使
い
回
す
こ
と
は
、

Ｓ
Ａ
を
牛
群
に
伝
染
さ
せ
る
こ
と
に
繋つ
な

が
り
ま
す
。
搾
乳
頭
数
以
上
の
タ
オ
ル

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

過
搾
乳
の
防
止 

最
後
の
一
滴
ま
で
搾
ろ
う
と
、
い
つ

ま
で
も
ミ
ル
カ
ー
を
掛
け
て
い
る
と
過

搾
乳
と
な
り
、
乳
頭
口
が
開
い
た
り
、

突
出
・
ひ
び
割
れ
す
る
な
ど
、
乳
頭
先

端
が
傷
つ
き
ま
す
（
写
真
一
）。

ポ
ス
ト
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ 

乳
頭
口
を
殺
菌
・
粘
膜
保
護
の
た
め
、

ミ
ル
カ
ー
離
脱
後
、
直
ぐ
に
乳
頭
を
し

っ
か
り
と
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

ノ
ン
リ
タ
ー
ン
タ
イ
プ
の
デ
ィ
ッ
パ

ー
は
、
薬
剤
を
使
い
回
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
は
、

乳
頭
全
体
に
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
（
図
二
）。

内
容
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。（
平
成
二
五
年
十
一
月
）

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に

よ
る
乳
房
炎
の
防
除



図一　搾乳手袋
写真一　乳頭先端の傷
（花が咲いた状態）

図二　スプレータイプのディッパー
左：側面のみ　右乳頭全体
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昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で66年目を迎えました。
戦後の混乱期に食料確保の必要性とあわせて農民の自主的立場を確保するため、農村の民主

化が最重要課題であった時代背景の中で、農協法が施行されるとともに農協が設立しました。
農協は「農民の農民による農民のための組織」で、相互扶助の精神が脈々と受け継がれ、農

協を拠り所としてこれまで幾多の困難な環境変化を乗り越えるとともに、組合員の経営と生活
の安定並びにより良い地域社会を築くことをめざして今日に至っています。

農協法は、時代の変化に即して必要な改正がなされておりますが、農協事業・組織運営の基
本法として位置づけられ、極めて重要な役割を果たしております。

農協法公布記念日を契機に、農協の社会的意義と役割について改めて組合員・役職員が心に
刻み、共通認識を深めることが重要であります。

一方、世界的に食料・環境問題や社会・経済をめぐる多くの情勢変化が起きており、それに
伴い、農業やJAをとりまく環境も影響を受けております。

直近では、TPP交渉問題や農業・農協等の規制改革の動きが大きな課題となっておりますが、
TPPと規制改革は表裏一体の課題であり、改めて農業・JAの位置づけ並びに役割の重要性に
ついて、国民各層の理解を得る努力を行いながら、地域農業・地域社会の安定的発展につなが
る取組みを進める必要があります。

とりわけ、TPP交渉については、我々の声に理解を示さず半ば強引に交渉参加がなされると
ともに、情報開示が極めて不十分な中、国民不在のもとで協議が進められておりますが、TPP
が聖域なき関税撤廃のみならず、ルール改正や規制撤廃を同時に進める危険な協定であるとの
認識に立ち、国会決議や自民党決議の遵守を強く求めていくとともに、不可能である場合は、
直ちに交渉から脱退する必要があります。

併せて、わたしたち一人ひとりが国民生活全体に大きく影響する交渉であることを各方面に
広く訴え、理解を喚起する活動を粘り強く展開していくことが重要であります。
JAグループ北海道は、昨年開催した第27回JA北海道大会において、組合員の総意のもと「持

続可能な北海道農業の実現」と「次代を担う協同の実践」を決議しました。　
時代の変化とともに農協の組織・事業の在り方についても、必要な見直しを行っていくこと

が求められますが、そのことは、「ひとりは万人のために、万人はひとりのために」との協同
組合の基本理念を前提に置いた取組みであることが重要であります。

関係者総力のもとで農業環境の改善に向けた努力を傾注するとともに、若手農業者への農協
理念の継承、女性農業者の農協事業への参画等を併せて行いながら、地域農業・JAを担う人
材づくりをいかに進めていくかが喫緊の最重要課題であると考えます。

『農協法公布記念日にあたって
　　　　　　　～平成25年11月19日～』

北 海 道 農 業 協 同 組 合 中 央 会
会　長　飛　田　稔　章
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また、JAの対外的な役割並びに責任が高まっている昨今にあっては、必要な自己改革を進
めながら、組合員をはじめ地域住民・消費者のニーズに応えうる事業展開とJA事業への結集
による競争力強化、健全なJA経営態勢の確立、農業・JAの理解促進に向けた情報発信等を進
めていくことが重要であります。

「農」は国のいしずえであり、食は命に直結するものであります。長年にわたり先代が築き
上げた本道農業並びに農業協同組合の基盤をさらに強固なものにし、後世にしっかり継承する
よう共にがんばろうではありませんか。

今後とも本道農業並びにJAがますます発展することを心より祈念し、農協法公布記念日に
あたってのご挨拶といたします。

北海道における手数料無料ＡＴＭ

金融機関等 ＪＡバンク ローソン
ＡＴＭ

イーネット
ＡＴＭ セブン銀行 ゆうちょ

銀行
ＪＦマリン

バンク
三菱東京
ＵＦＪ銀行

道内の主な設置場所 ＪＡ ローソン
ファミリーマート
サークルＫサンクス
セイコーマート

セブンイレブン 郵便局 漁協
三菱東京
ＵＦＪ銀行
各店舗

道内設置台数 約400台 約550台 約200台 約950台 約1,700台 約50台 約20台

ご
利
用
手
数
料

お取引内容 入出金 入出金 入出金 入出金 入出金 出金 出金

平日
８:45～18:00 無料 無料 無料 無料 無料 無料 無料

土曜
９:00～14:00 無料 無料 無料 無料 105円 無料 105円

その他時間
および

日曜・祝日
無料 105円 105円 105円 105円 無料 105円

※ＡＴＭによっては稼働時間が異なる場合があります。
※１/1 ～ 1/3、5/3 ～ 5/5はお取引できませんが、5/3 ～ 5/5が日曜日と重なった場合は取引可能です。
※コンビニエンスストアの一部店舗においては、ＡＴＭが設置されていない場合があります。

金融課からのお知らせ

業界トップクラスのネットワーク
ＪＡバンクの
手数料無料
ＡＴＭ

11月18日より　　　　　　　　　　　　
　ローソンＡＴＭ・イーネットＡＴＭでも

　　　　　手数料無料!
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■平成25年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,049,342.5 97.7 58,789,509.5 99.8
（鶴居地区） 2,743,273.7 96.9 19,620,905.7 97.4
（幌呂地区） 2,136,723.9 100.8 15,763,170.8 103.6
（白糠地区） 1,708,526.2 91.9 12,813,102.5 95.6
（音別地区） 1,460,818.7 102.4 10,592,330.5 104.1

管 内 計 43,066,442.2 95.9 316,496,699.1 99.8
（前年度管内計） 44,912,575.3 317,076,142.2

家畜販売市況情報�
乳　牛 � 25年11月1日現在
□予想相場� （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８〜 12ヶ月） ３２０　　　〜　　　２５０

初　　　　妊 ５５０〜５２０ ５２０〜５００

経
産

２�産�〜�３�産 ３５０　　　〜　　　２９０

４�産�〜�５�産 ２９０　　　〜　　　２５０

初生とく � 25年11月11日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏〜７０㎏ 都度協議

４５㎏〜６０㎏ ９５０円/㎏

４０㎏〜４４㎏ ８５０円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 25年10月15日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 747頭 672,000 87,150 463,082 293 1,582 

去勢 875頭 730,800 290,850 540,637 309 1,751 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成25年10月25日（金）
報告事項�
　１．専決事項及び諸会議について
　２．各委員会・諸会議等について
　３．９月末財務状況について
　４．事業の実施処理状況について
　５．経営定期点検の実施結果について
　６．㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告について
付議事項�
　議案第１号　監事監査の結果に対する回答につ

いて
　議案第２号　平成２５年度営農振興資金の貸出

条件の設定について
　議案第３号　平成２５年度天候不順緊急対策事

業要領の制定について
　議案第４号　草地改良促進助成事業要領の一部

変更について
　議案第５号　内部監査規程の一部改正について
　議案第６号　大口信用供与先に対する融資の承

認について
　議案第７号　平成２５年度森林整備事業の実施

について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
　１．秋季地区別懇談会における意見・要望等に
　　　ついて
　２．当面の業務日程について

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

□�女性部幌呂支部のもぎたて市を取材し、この野菜即売会を目当てに毎年こられて
いるお客様が多くいることに気づきました。女性部員の皆様に対し、「また来年
も来るので頑張って野菜を作っていて下さい」という声も聞かれ、あたたかく見
守りながら応援しているお客様との様子が大変印象的でした。

□今年の全道交通事故発生状況は、11月現在で件数11,420件（前年比-963件）、死
者152名（-4名）（釧路24名）、傷者13,556名（-1,413名）と前年比では減少してお
りますが、全国第２位（死者数）と高いレベルが続いております。また今年、道
内の農作業事故による死者数は11月現在13名となっており、これから迎える冬期
間中の事故撲滅に向けて取り組んでまいりましょう。

■
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